
(株)ツーリズムてしかが
への出資協力のお願い

２００９年３月２日

新会社発起人会



えこまち新会社 (株)ツーリズムてしかが

2背景

人口の減少
（特に就業世代）

地域経済の
規模縮小

仕事がない

人口の減少
（特に就業世代）

旅行者の減少
旅行者の

ニーズの変化

弟子屈町が抱える問題 旅行観光業界の変化

ニューツーリズムへのシフト
団体旅行 → 個人旅行

量          周遊型 → 滞在型          質
見物 → 体験

町内の小売業売り上げは減少傾向
さらに、 農業収入横ばいに対し、

観光収入のみが激減
他地域の人に消費してもらう＝観光収入
増加のための対策必要

観光収入を大きな柱とする弟子屈町では、
ニューツーリズムへのシフトに対応し、
地元の魅力を生かした旅行を地元発で
提案できる体制の構築が必要。

上記のような状況を踏まえエコツーリズムによる地域振興
をめざし、2008年3月 「てしかがえこまち推進協議会」発足

ツアー内容の緻密化
地元ならではの発信が必要

発地型 → 着地型
次ページで説明
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利用者

観光客

マーケット

農漁業

商業

宿泊

飲食・物産

施設
観光事業者

宿泊

飲食・物産

施設

観光協会

行政

観光・旅行・交流

地域《着地》

旅行業
（送客）

発地

利用者

観光客

マーケット

農漁業

商業

宿泊

飲食・物産

施設
観光事業者

宿泊

飲食・物産

施設

観光協会

行政

観光・交流

地域《着地》

旅行業
（集客）

発地

発地型観光

出発地域が旅行を企画して送り込む
着地型観光

到着地域が旅行を企画して集客する

着地型旅行とは？

旅行業界の変化 説明資料

魅力をよく知っている地元が旅行を創る
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観光産業が
盛り上がる

まちの魅力に
磨きがかかる

まちが
元気になる

えこまちの基本的な考え方
「誰もが自慢し、誰もが誇れる街づくり」
「観光を機軸とした包括的循環型社会を確立し、自立、持続を図る」

 「えこまち」の考え方と新会社の位置づけ

弟子屈全体が一体となって魅力ある
商品を作り、売ってゆきたい。

まちの魅力を「売る」機能として、包括的立場の会社が必要

◆魅力をＰＲし、お客様が弟子屈に遊び
に来てくれる。

◆遊びきれない魅力がリピーターを生
む。

◆魅力ある町で働くことを誇りと思う。◆自然・ひと・町並み

観光振興

地域振興環境保全
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包括的立場の会社が必要
◆ 魅力ある商品を作るには、既存の事業者の枠を超えた、つながりが

必要。
宿泊、自然体験、グルメ、観光地めぐり等の包括的な「魅力」のＰＲと連携した商品の開発。
ピンポイントの魅力 → 町全体の魅力 へのグレードアップが必要。

◆ 包括的な商品で利益を上げようとする体質が必要。
個別の利益は、町全体の利益から生まれるという、えこまちの基本的な考え方に沿って、商
品企画～宣伝～販売を行なうには、個別の事業者のスタンスではできない。町内の各産業
をつなぐコーディネーターが求められる。

商工・農業・観光・行政などのこれまでの枠組みを超える必要がある。

新会社の必要性

「えこまち」の概念を具現化し、観光振興を実現するためには
包括的立場の会社が必要。

旅行業者の資格が必要
◆ 包括的立場で商品を「売る」ために第３種旅行業の認可が必要。
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6「えこまち」と「新会社」の関係

えこまち 新会社

えこまち 新会社 えこまち 新会社

魅力ある町を作る「えこまち」と
魅力ある町を売る「新会社」とは、
不可分の関係にあり、
両者が積極的に活動してゆく
必要があります。

「えこまち」と協力し、「えこまち」の理念を具現化する。

観光産業が
盛り上がる

まちの魅力に
磨きがかかる

まちが
元気になる

◆魅力をＰＲし、お客様が弟子屈に遊び
に来てくれる。

◆遊びきれない魅力がリピーターを生
む。

◆魅力ある町で働くことを誇りと思う。◆自然・ひと・町並み

観光振興

地域振興環境保全
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7新会社の事業構想

◆旅行業
・着地型商品の企画販売 ・宿泊斡旋
・受託販売（他社商品） など

◆物品の販売
・農産物 ・ポストカード ・箸 など

◆体験事業の実施
・スターウォッチング ・自然散策
・自然に関するスライド上映会
・アウトドア手配   など

◆環境保全にかかわる事業
・環境調査、環境監視の受託など

各領域にて事業推進を検討してゆく。
今年度の詳細について、以下説明します。

◆人材育成にかかわる事業
・コンシェルジｭ、ジュニアガイド育成事業
・川湯エコミュージアムセンターへの
　　プログラム支援

観光産業が
盛り上がる

まちの魅力に
磨きがかかる

まちが
元気になる

観光振興

地域振興環境保全
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8事業計画

項目 内容 日程
３月 ４月 ５月 ６月 ７～９月 １０月～

１ 旅行業 ・着地型商品の企画販売

・宿泊斡旋

・受託販売（他社商品）
２ 物品の販売 地図、農産物、

３ 体験事業

の実施

・スターウォッチング

・自然に関するスライド上映会

・自然散策

・アウトドア手配
４ 人材育成事業 ・コンシェルジュ育成事業

・ジュニアガイド育成事業

・川湯エコミュージアムへのプログラ　
　ム支援

５ 情報提供事業 ・ＨＴＢへの情報提供

・ＡＮＡへの情報提供
６ その他 協議会からの要請、委託事業

準備 ☆第３種取得・販売開始

☆情報提供開始

☆情報提供開始

☆会社設立

地図販売調整

農産物販売調整 ☆販売開始

☆販売開始

準備 ☆実施開始

☆6/9実施準備

準備

準備

☆実施開始

☆実施開始

準備 ☆第一回実施目標

えこまちジュニアガイドの継続

　☆月1回程度の派遣依頼　
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ＡＮＡホームページでは、旅
客機利用の動機喚起の目
的で、北海道各地から吸い
上げた情報の発信を行なっ
ている。
情報料としての収益と、
てしかがの訴求のひとつの
手法として、有効に活用する
。

事業内容の補足
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10事業内容の補足 ３

ＨＴＢホームページでは、北海道情報発
信の目的で、北海道各地から吸い上げた
情報の発信を行なっている。
記事の内容により、朝日新聞掲載の可能
性もあり、訴求ツールとして有効に活用
する。
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財務計画
経常損益
営業損益 \8,050,000
販売管理費 \8,240,000
雑収入 \3,700,000
合計 \3,510,000

営業損益
分類 項目 単価(平均） 販売数 売上 原価 利益 備考

旅行業 着地型旅行商品の販売 \30,000 500 \15,000,000 \27,000 \1,500,000 ２泊３日を想定

物品販売 農産物、地図、お土産品の販売 \8,000,000 50% \4,000,000

体験事業 スターウォッチング \1,500 1200 \1,800,000 \375 \1,350,000

その他 \3,000 1000 \3,000,000 \1,800 \1,200,000

合計 \27,800,000 合計 \8,050,000

単価 個数 売上
\2,000 200 \400,000
\1,000 1500 \1,500,000
\800 3000 \2 ,400,000
\400 10000 \4 ,000,000

合計 \8 ,300,000

販売管理費

役員報酬 斡旋手数料 \100,000 電灯電力費 \100,000 車両経費 \100,000
従業員給与 \5,000,000 広告宣伝費 \300,000 水道料 \100,000 会費負担金
臨時員賃金 販売促進費 燃料費 \160,000 租税公課 減価償却費 \100,000
賞与金 交際費 \100,000 修繕費 旅費交通費 \300,000
退職金等 消耗品費 通信費 \300,000
法定福利費 保険料 \300,000 事務消耗品費 \100,000
福利厚生費 賃借費 \900,000 顧問料 \250,000

リース料 運賃等
保守料 研修費

会議費 \30,000
雑費

合計 \5,000,000 合計 \500,000 合計 \1,560,000 合計 \1,080,000 合計 \100,000
\8,240,000

減価償却費以外の販管費

販売管理費合計

人的関係費 販売促進関係費 施設維持関係費 管理関係費

営業外損益
分類 項目 金額
助成金収入 観光地助成金 \700,000

中小企業基盤人材確保助成金 \1,500,000
一村一雇用おこし支援事業費補助金 \1,500,000
合計 \3,700,000

初年度は、助成金なしでは赤字になると考えらるが、
次年度以降は、販売数増によって、黒字に転ずるよう
目標を設定した。
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12出資のお願い

今回設立の (株)ツーリズムてしかがは
「えこまち」の理念を具現化し、

観光を機軸とした包括的循環型社会を確立するために、
必要不可欠な、機能を担う会社となります。

皆様の、出資および運営への協力をお願いいたします。

会社の資本金として、５００万円を目標に、収支を募っています。

５００万円の根拠は、運転資金ももちろんですが、
第三種旅行業の取得に当たって、
４００万円以上の資本金が必要条件になっていることです。

これまでに、宿泊施設、その他で３００万円の出資が予定されております。
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